
地域総がかりで子どもたちを育む 
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下は、平成２６年に行われた「全国コミュニティ・スクール研究大会」で基調講演された矢崎節夫さん（金子みすゞ記

念館 館長）の講演概要を掲載した『浦幌小中一貫 CS便り』からの引用です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演から素敵な言葉をまとめました】 

 ◎「あなたとわたし」の関係に気づかせてくれる詩。「わたしとあなた」ではない。 

 ◎周りに気づいて「わたし」になる。「わたし」をつくる。 

 ◎子どもの誕生日は親になった誕生日でもある。「子ども」が「親」にしてくれた。 

 ◎けがをして「痛くない。泣くな。」ではない。「痛いね。」「つらいね。」⇒『こだま』が大切。 

 ◎「やさしい」は、「憂いている人に寄り添う」と書いて「優しい」となる。 

 ◎だれかと許しあって「人」になる。 

 

  CS は、「学校と地域」であり、「地域と学校」でもある。相手を敬い、感謝する気持ち。たがいに

寄り添い、子どもをより良く育むことが大切であることに改めて気づかされました。 

 

 コミュニティー・スクール（CS）の先駆け時点で行われた全国大会での講演です。CSの基本的な姿が示されていま

す。学校と地域の関係性が、「双方向のつながり」であることが重要なことが分かります。前号のイメージ図で示した、「参

加から参画へ」「協力から協働へ」というワードも、その延長線上にあるものなのです。 
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８ 
安
心
・
安
全 

深
い
学
び 

心
と
体
の
健
康 

◆
「
蝦
夷
梅
雨
で
は
な
く
、

梅
雨
で
す
。」あ
る
気
象
予

報
士
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。士

幌
の
６
月
７
月
の
雨
量
や
気

温
、湿
度
な
ど
、確
か
に
本

物
の
梅
雨
っ
て
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。◆
こ
れ
も
き
っ
と

「
今
年
だ
け
」の
話
で
は
な

く
、確
実
に
進
む「
気
候
変

動
」の
一
つ
の
現
れ
な
の
で
し

ょ
う
。◆
「S

D
G

s

」「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
」
等
の
重
要
性
が
叫

ば
れ
て
い
る
の
は
、皆
さ
ん
ご

承
知
の
と
お
り
で
す
。◆
未

来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
、よ
り
良
い
社
会
、住
み
よ

い
地
球
を
残
し
て
や
る
こ
と

が
、我
々
大
人
の
使
命
で

す
。CS

の
活
動
も
、そ
ん
な

願
い
を
共
有
し
た
取
り
組
み

に
な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

◆
こ
の「C

S

だ
よ
り
」は
、今

回
か
ら
士
幌
町H

P

へ
の
掲

載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
月
一
日
の
ア
ッ
プ
を
基
本

と
し
ま
す
。次
号
か
ら
は
各

学
校（
園
）で
の
活
動
の
様

子
も
掲
載
し
て
い
く
予
定
で

す
。◆
学
校
と
地
域
を
つ
な

ぐ「
こ
だ
ま
」に
な
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
。       

（
渋
谷
） 


